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研究成果の概要（和文）：トラウマに対する精神療法に眼球運動による脱感作と再処理法（EMDR）がある。本研
究は近赤外線分光法（NIRS）を用いてEMDRによる治療中の脳血流の変化を捉えた。EMDRの開始とともに徐々に左
前頭葉の背外側前頭前野 (DLPFC)の賦活が上昇し，右DLPFC近傍の賦活も見られるようになっていく傾向を認め
た。DLPFCは不安制御に関わり，EMDRがDLPFCを刺激してトラウマに対する感情制御を行うという効果をもたらし
ていることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Eye movement desensitization and reprocessing (EMDR) is a psychotherapy for 
trauma. This study used near-infrared spectroscopy (NIRS) to capture changes in cerebral blood flow 
during EMDR treatment. With the onset of EMDR, activation in the dorsolateral prefrontal cortex 
(DLPFC) of the left frontal lobe gradually increased, and activation near the right DLPFC was also 
observed. The DLPFC is involved in anxiety control, and it has been suggested that EMDR stimulates 
the DLPFC and has the effect of controlling emotions in response to trauma.

研究分野：心療内科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
PTSD及びトラウマに対するEMDRという精神療法が効果をもたらす脳内メカニズムの一部を明らかにした。DLPFC
という脳の部位が不安や感情のコントロールに関わり，EMDRはそのコントロールを正常に取り戻していく効果が
あることを本研究で示すことができた。さらに，PTSDやトラウマに結びついた身体症状も改善せることが可能で
あることも明らかにした。この成果はトラウマ治療のみならず機能性神経症状症（変換症/転換性障害）の治療
に応用できる可能性を示唆するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 

 

１．研究開始当初の背景 

トラウマに対する精神療法の一つに眼球運動による脱感作と再処理法（Eye Movement 

Desensitization and Reprocessing; EMDR）がある。EMDR は F. Shapiro（1989）によって開発

された心理療法であり，2013 年には世界保健機構(WHO)が心的外傷後ストレス障害（PTSD）

の治療として治療ガイドラインで推奨している。EMDRの開発当初は PTSDを治療対象にして

いたが，その後，治療対象は拡がり，これまでに急性ストレス障害，不安症，恐怖症，適応障害，

うつ病，パニック障害，解離性障害，愛着障害，身体醜形障害，性的障害，慢性疼痛，片頭痛な

どにも適用され，その効果が認められている。 

EMDR の理論的土台となっているのは「適応的情報処理モデル」である(Shapiro & Laliotis, 

2010)。そこでは記憶ネットワークは感覚モダリティー，身体感覚，思考，情動，信念などにつ

いて類似する情報が連想チャネルで括られていると仮定され，記憶ネットワークによって現在

の体験は過去の体験と結び付けられると考えられる。ある体験が適切に処理されれば，適応的に

保存されて他の似たような体験と統合されるが，不快な体験から生じる覚醒状態によって情報

処理システムに障害が生じると記憶は不十分な処理のまま状態特異的に機能不全な形で保存さ

れる。現在の状況が過去の不快な出来事と結びつくとその類似性が引き金になり，過去と同じ状

況であるような反応が生じる。EMDR による治療は，不十分な処理のまま保存されている記憶

に適切な処理を加えて完了・変容させることであり，両側性刺激を加える中で，過去の不快な

記憶と現在の身体感覚，思考，情動，信念に注意を向けることにより行われる。 

研究代表者は治療者として臨床場面で，瞬時に治療効果が出る症例を経験する一方で，効果が

出にくい症例も経験してきた。治療の中心をなす両側性刺激には眼球運動，聴覚刺激，触覚刺激

などのモダリティーがある。なぜ効くのか，どうすればより効かせることができるのかを知るに

は，EMDR を行っている時に生体の中で何が起きているのかを知る必要がある。EMDRの作用

メカニズムはまだ解明されておらず，その実証研究を行う価値は大きいと考えた。 

 

２．研究の目的 

研究の目的は EMDR のメカニズムを明らかにすることと，症例に対する EMDR の効果を検

証することである。ストレスやトラウマが関わる精神的な病態の治療のメカニズムを解明する

ためには，不快な出来事や感情に関わる記憶へのアクセスと処理がなされる過程を直接的にリ

アルタイムに捉えることが必要であると考えた。本研究では EMDR を行っている時の自然な姿

勢でのリアルタイムな脳活動の測定を行うことを考慮して近赤外線分光法（Near-infrared 

spectroscopy; NIRS）を用いた。 

 

 

 



３．研究の方法 

対象者は PTSDに対して EMDR による治療を行う臨床例 10 例（女性８名，男性２名）であっ

た。トラウマの内容は，いじめ，虐待，性被害，事故に関するものであった。書面による同意

書を得て，EMDR 実施時のNIRS 測定を行った。EMDR のプロトコルは Shapiro(2018)に則り

実施した。NIRS の測定は Artinis 社のOctaMon plus 8ch 及び NeU 社の HOT-2000 を用い

た。本研究では測定部位として前頭葉の背外側前頭前野 (dorsolateral prefrontal cortex; 

DLPFC) に焦点を当てて計測を行った。  

 

４．研究成果 

10 名の症例全例とも EMDRが進行するにつれ，トラウマ，不快な記憶に対する自覚的苦痛単

位(subjective units of distress; SUD) が減少していった。NIRS においては，EMDRの開始とと

もに徐々に左前頭葉の背外側前頭前野 (dorsolateral prefrontal cortex; DLPFC)近傍の賦活が上

昇していき，やがて右 DLPFC 近傍の賦活も見られるようになっていく傾向を認めた。EMDR

による精神療法がDLPFC の賦活と密接に関わっている可能性が示唆された。DLPFC は不安制

御に関わり，EMDR が DLPFC を刺激してトラウマに対する感情制御を行うという効果をもた

らしていることが示唆された。 
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